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スカラビ文化博物館の例の部屋の前には、あいかわらずいやらしい目つきをした博物館員
が立っていた。「おやおや?私に宝石をくれる気になりましたかな?」
下手に出ればつけこみやがって!ぼくがヤツを睨むと、プーがぼくの肩にポンと手を置
く。そして、そしらぬ顔でたまて箱と小さなルビーを放った。
「おお、そうですか!勉強熱心な方たちですね、さあどうぞ、特別室へお入り下さい!」
係員はぼくたちを特別展示室へと通してくれた。そこには大きな石碑があり、よく見ると
古代文字が刻まれている。なんて書いてあるんだろうと、思っていると、
「俺、古代文字ならイースーチー老師に習ってるから読めるぞ
と、言ってから、プーがそれをおもむろに読みだした。
「天よりの侵略者に、我々は四角錐の要塞を建造し戦いに備えた。しかし、我々は敗れた。
だが、我々の要塞はスカラビの神々によって守られた。天から来た侵略者は1000年ごと
に生まれかわり、襲ってくるという。侵略者は時の彼方に隠れ、悪の巣箱をおいた。時の彼
方は魔境のはるか先。地の底の向こう。魔境は暗き闇。『タカの目』だけが見る。すべてを守
り真の勇者の訪れを待つ。4325スフィンクスの前で踊れ……と、書いてある。ちなみ
に数字のところは、4と3が上の段に、2と5が下の段に、それぞれ分かれているぞ」
プーの朗読が終わると、係員が、何か紙切れを手渡してきた。

